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静岡地学第 50号 (1984)

地学教育における体験学習の効果

一第6学年「地そう J の展開と評樋-

青木克顕*

1 .はじめに

地学教育は、「子どもを実際に野外に連れ出して学習することが必要だ。j と言われており、これを

疑う人はほとんどいない。しかし、この野外学習について「よい学習が展開できた。Jとか、「子ども

たちが楽しく学習できたjとかいう報告は数多くあるが、「体験した事柄が、知識や能力としてどのよ

うに定着して行くのか。ムまた、「体験した子としなかった子では、どのような違いが出て来るのか。J

などについての研究報告は少ないように思う O

そこで、今回、第 8学年の「地そうJの単元で、

体験学習を取り入れて、単元の核となる事柄を重点的に れば、子どもたちの学習意欲が高ま

るばか丹でなく、

という仮説

lニ対する理解が深まり、知識もよく するのではないか。

った。

2.単充のねらい

「地そうJの単元には、二つの大きなねらいがある O

(1) について、 の り の厚さ、構成物など し、

と 、どのよう ものか。Jをとらえさせる O

(2) し モ ら、 の成国を水の働きと けてとらえさ るO

そし 、この らい ども ちに、 る力と る力をつけ、

的もの るので るO のために、 と、「野外でのそ

という一つ し1<-

3. について

(1) 

し の として、 を え 1<-0 
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山周辺を調査して、

についてはすでに松本 (1982、静問地学第 48

自らもまた、以上のような条件の下に、松本仁美氏らの助言を受け、

地を静岡市谷田のクレ)射撃場の

が報告している O

このとした。

(2) 野外でのモデル実験

地層の堆積する様子を調べる実験の方法には、大きく分けて、

級化作用(物質の水中i盗下速度の差)により地層ができることを説明するもの

流水の変化(速さ、水量)により地層ができることを説明するもの

① 

② 

きる②の

より自然のJlIや海に近いも

どもたちが楽しく

これをもとに、

を作らせた。

どもたちは、

のニつがある O 今回は、見学地の地層とでき方を説明しやすく、

方法を選んだ、。

図2は、今回、開発した素材であるが、

のを作ろうとして、いろいろ工夫し、改良を行っている O

モどもそして、

それ40人の子どもたちが、一人一人実験するには、多量の水、砂、小石、

に広い場所が必要である O そこで、安倍JlIの河口へ行って実験することにした。野外で実験すること

で、内容的にはやや不正確なものになったが、何回も繰り返し実験を行うことができ、また、「あそこ

に見える海が、ここだとすると……。Jなど、本物の自然とモデルとを対比することができた。

これらの

しており、

ポイント)

惨 i、苦15より泥題、機}語、泥露、機層の四層に分かれ

る。(正確ιは五障だが、子どもには、上摺部がよ

くわからない。)

惨泥!露中より、ウミニナ、ツノガイ、カキなどの化

きる。(留中@)

中の礁は丸しきれいに並んでいる O

られる。) (図中⑮)

は、南側の躍にも同じもの
てネきる。

@泥層中に薬理が見られる。(国中<C))

⑧泥閣と機関の関から地下水が流れ出ている。

盤整

護勢

(吉田川沿い)の露頭
より徒歩 30分

をしている。月

静岡市谷田クレ
毘鉄、

私有地O

スチ口一

入手しやすい。

に加工できる。

章受くて十寺ち

長さが実験に適している。

子どもたちが何度も試し、作り

①
②
③
④
⑤
 

ごと>石少>じやり

るO

( 間 短 所 )

① 水の流し方が難しい。

② 泥の上に砂や小石が積もるのが分りにくし"0
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4.単元の流れ (12時間扱い)

第 1時地面の下の深い所は、どのようになっているのだろう o (1) 

@スライド、写真などで、地層に興味を持たせる O

地層を見に行こう O

@見学の計画、視点などについて話し合う O

@スケッチの練習(先生のスケッチを見る。)

@特徴をとらえて書く。(省略@誇張)

@縮尺を入れる O

e 気づいたことを書きこむ。

(2"-'5 うち往復に 2時間)

@大きく 4つの地層に分けられる O

@地層が縞模様に見えるのは、贈をつくっている物が違うからだ。

によって、色や国さが違う O

@泥の層の中には、細い縞模様が見える O

e 赤土の層の中に、丸い石がななめに並んでいる O

@泥の層の上から、地下水が流れ出ている O

@泥の属から員の化石が出る O

りのガケの泥の麗からも、貝の化石が出る O

は、つながっている o (図 3) 

(6) 

@ノートのまとめ

と る0)

も重なっているのは、どうしでかな。

いに並んでいるのは、どうしてか。

@只が出たのだから、昔は海だったのかな。

@なぜ、泥の層からしか貝の化石が出ないのか

@他の場所にも同じような地騒があるの I，.r~ '0、O

った所が、

図3

@地下水が泥の層の上から出ているのは、どうしてかな。

2次地層は、どのようにしてできたのだろう o (8) 

3 
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5.授業記録(一部分)

P 1 

P2 それは、おかしいと思う G 初めに山があったわけじゃない。買の

化石が出たということは、そこは海だったということだからおか

しい。なぜ¥今のように地層が重なったかということが、問題だ

から O

P3 ぼくもそう思う O それに、その図はちょっとおかしいと思う O こっ

ちの方はこういうふう(図 4a)になっていて、そ

る(図 4b) のはへんだ。

T1 S君どうだねo

P4 あ、そうだな。

らにな

て、上から水をかけてやれば、山

(a) (b) 

国ヰ 子どもの考え l

P5 ぽくのは、こういうふうに板をつけておいて、上にね とかをおいて、水をかけて流すと下の方にた

まるというやり方です。(図 5) 

P6 それだと、ねん土だけ?

P 7 次に、じやりを寵いてまた流すと、上になる O

P8 そういうことを、くり返せばいいわけだね。

P9 つけたし。ぽくは、ここの所を撮って海のようにして、化石をま

いておくと、ねん土が流れて来た まざって、ちょうどクレー
国5 どもの考え 2

いになると忠、う O

P 10 ぼくは、板の所に別々に分けておかなくてもよいと思う O ねん土

と砂とじゃりをみんな一緒にまぜて水で流せば、こういう地層ができると思う o (国 6) 

SOME え一、できるかなあ。

T2 どうして、一緒に流しでもできると思うの。

P 11 だって、前にテレピで見たように、大雨の時には、JI!の水がにごっ

で、土や砂や石なんかが一緒に流れるでしょう O それが、流れて

ALL 

T3 一緒にかきまぜても、できるみたいだね。

ども え3

P 12 だけど、今のは)11がないじゃん。本当の川や海とは、違うんじゃないかな。それに、海には波なんかも

あるから、-

P 13 海の底って、だんだん深くなって行くのに、水槽は平らだから、同じじゃないと思う O

T4 では、どういう実験装置を作ったらよいか、もう一度考えてみよう O

(後略。設計図を書き、それぞれ家で作って来ることになる0)
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6.評

( 1 ) 

第 11時を終わったところで、テスト(青葉出版「基礎学力の診断と治療J1983)をやり、結果をア

ナライザ~ (N ational. WE-2800)によって分析した。このテストは市販のテストであり、教科書の

鏑

直後テストの結果

内容をすべて扱っている O 問題数は 20間である O

正答率(表 1) 

正答率とは、各問題に対し何%の子が正答できたかを示したものである O 記述式の問題では、解答

につけられた「許容範囲Jに従って採点、し、部分点、は与えなかった。その結果、次のことがわかった。

どもが体験したことに関する問題は正答率が高い。

( 1 ) 

a 

えた子が

b.授業で直接扱わなかった問題は、正答率が低い。

しく正答率が協かったが、「ねん土層が地下水を多く含んでいる。Jとc . PN-18では、

直後テストの正答率1 
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に行った日が雨上がりの日で、泥の層が十分に湿っていたためである O ここでは「ね

の上の小石の磯層Jが正解とされているが、今回この答えを子どもに要求するのは、少々無

理かと思われた。また、相関係数を調べたところ、 PN-18とPN-13との間には、

多かった。

の相関がある

に、 PN-18を

そデル実験を熱心にやった子の

に PN-18えたことがわかった。つまり、 PN-13を

これは、かったということである Oえた子に

これえた。かったからではないかとと思い込んでしまったは湿っている。J中に、「ね

える Oるとをした例では、

はとれなかった。野外実習力を入れた割には、私の学級の

他の学級では、平均点が 80

77 の平均点 76d. 
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えば、テストの平均点に限ってえたところもあり、

の効果は認められなかった。
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ある一

これは前述の a、50~60%の問題が 6
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正答率の推移(表 2) ( 1 ) 



平均点は 77.0から 84.0点に上がった。このことは、前田のテス

トの内容を忘れずにいた子が多かったということを示している O ほ

とんどの問題で、正答率が上がったが、逆に正答率の大きく下がっ

た問題が、 2間あった。 PN-15、19である O この雨間で正答率が下

がった理告として、次のことが考えられる O

@ともに記述式であったため、正確に記憶していないと答えられな

かった。

e 両開は、子ども達の思考の流れから、ややはずれた所にある問題

であった。すなわち、 PN-15では、モデル実験の際に子ども達は、

「自分の装置で何とかうまく地層をつくろう。Jという思いでいっぱ

いで、「流水と砂や石の関係Jは当たり前のこととして、考えなおさ

なかったのではないか。また、 PN-19では、 f化石が出た。Jという

ことで満足し、そのことと堆積環境とを結びつけられなかったので

はないか。そのために、 VTRで見た事柄も有機的な理解とはならな

かったのではないか。これは、 であった。

また、 2田とも を下回った は、 PN-11.

12. 15. 19. 20の5間であった。これらはいずれも今回深くは扱わ

なかった内容である(表 1) 0 

これらをまとめると、子どもたちは、自分が直接体験した事実に

ついては大変よく覚えているが、 VTRで見ただけの事柄や、 fなぜ¥

表 2 正答率の推移

PN 直後テスト

1 100 

2 100 

3 100 

4 100 

5 90 

6 83 

7 55 

8 90 

ヲ 90 

10 53 

11 63 

12 58 

13 88 

14 83 

15 80 

16 63 

17 90 

18 28 

19 80 

20 50 

77.0 

S.D. 14.5 

再テスト

100% 

100 

98 

100 

93 

95 

88 

93 

90 

73 

65 

65 

93 

93 

60 

78 

95 

80 

73 

53 

84.0 

13.0 

そうなるのか。jということについては、意外に早く忘れてしまうと震うことができる O

もし、視聴覚教材のみで学習をすすめたのなら、事実すら忘れてしまい、さらに得点は下がったと

思われる G

( 2 ) 個人による 〉 3 ) 

2自のテストの結果を、個人別に次の 3つのタイプに分けてみたo

A. 1西日に比べ、 2回目の得点が 20点、以上高い子……...・ H ・..8人

B. 1由自に比べ、 2罰百の得点が加点以上低い子…………… 3人

C. 1回目と 2呂田の得点の差が 20点末満の子…………………29人

タイプの子は、 1自由には PN-10.11. 12. 18. 20を間違えた子が多く、 2回自には、これら

をほとんど正答して、得点をのばした。 Aタイプの子は、自分からすすんで学習しようという気持ち

はあまりないが、教えられたことは、正しく覚えるという特徴を持っている O この子たちの普段のテ

ストでの成績は、上位 3入、中位4入、下位 1人である O

Bタイプの子は、今回の学習に大変意欲的にとりくんでいた。一人は、良い標本を作るため

に、再度化石掘りに行き、もう一人の子は、モデル実験装置をこつこつと何度も作りなおしていた。

この子たちは、自分の興味のあることは、とことん調べないと気がすまないという性質の子である O

1西日のテストの際には、 VT設などのまとめにより覚えていたが、その後、地下水や級化などのこと

7-



については、すっかり忘れてしまったようである O

このように、体験の受けとめ方には、子どもによっ

て様々な違いがあり、実習前後の指導に、配慮が必

要である O

また、 Aタイプの子と Bタイプの子のどちらに、

より高い評価を与えるかということは、

目標に照らし合わせた時、問題となる所であろう O

さらに、得点順位の動きを全体的に見ると、

テストでは普段の成績順位と大きく異なっていた

が、再テストでは普段の順位に近いものとなってい

た。これは、体験を言葉に置き換えでまとめる力(国

)の違いによるものと、見ることもできる O

7 .研究の成果

(1) 野外実習をとり入れた学習では、産接体験した

ことがらが強く印象づけられるため、全般的に

内容を知識として定着させやすいと言える O

(2) 単元を終えた直後のテストにおいては、体験し

と体験しなかった事柄とに、著しし

の差が認めら O 

(3) 3カ月後においても、体験した事柄については、

よく定着していたが、「そのような現象がおきるの

はなぜかJということについては、半数近くの子

が忘れていた。(表現できなかった。)

(4) 実習にあまり意欲的にとりくまなくても、視聴

し

(5) 

テストなおし等により

きる子がいる O

の際に、一つのことに

と

してしまう

タイプの子は、そのことしか覚えておらず、地の

多くは忘れてしまう O

8. 可lこ

は、研究方法に不備

また、この一回の実践で結論づけることは、もちろ

んできない。しかし、体験学習のありかたを考える

上での一つの参考となったと思う O
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3 }I震性数の推移と

I1関f立 テスト 再テスト

1 D2 D2 O 

2 E4 E 2 十 10

3 C 7 F3 ート 10

4 C 6 A4 十 35

5 C 5 C 5 十 5

6 A3 C 7 。
7 D7 お 2 ート25

8 E 2 E3 十日

9 F6 D7 十 5

10 D3 D4 十 25

11 F3 D3 十 5

12 E7 A5 5 

13 C 1 C6 。
14 E 3 E 7 。
15 B6 E 1 ート20

16 A7 F6 。
17 B7 A3  5 

18 A1 F 1 ート30

19 A6 A6  十 10

20 B5 E6 十 15

21 A2 D5 15 

22 D4 B6 。
23 F2 B5 10 

24 B3 A7  。
25 D5 B 3 十日

26 A5 D6 10 

27 E 6 B 1 25 

28 B2 F 2 十 5

29 E 1 A2 5 

30 D6 E 4 -20 

31 A4 Al 5 

32 B 1 B 1 5 

33 C4 C 4 。
34 C 2 E 5 十 20

35 F 1 C2 。
36 D 1 C 1 -25 

37 F4 B4 十日

38 F 5 F 4 5 

39 B4 F5 十 5

40 E 5 B 7 -20 

(注)綴 A1、 B2などは、子どものコ
要量同点の場合には、アナライザ

けた番号を、そのまま用いである O

(TYPE) 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

A 

B 

A 

B 

B 

番多得点差では、左の再テストの欄の子どもにつ
いて、直後テストとの廷を示した。



体験学習をとり入れると、子どもたちは、自分の体験と視聴覚教材や本からの情報を比較し結びつ

けることができ、自分自身の知識の体系をっくり上げ易いようである O また、その中心に体験という

忘れにくい強毘な核があるため、これに結びつけられた知識は、忘れにくくなっているのだと思われ

るO デ、)タは数少ないが、アナライザーの計算した相関係数を調べると、 1回目より 2回目のテスト

の方が、各問題関の相関が弱くなっているようである O これは、単に正答率が上がったからではなく、

一つ一つの知識の持つ意味が少し変化して来たということではないかと思うのだが、このことは今後

の研究課題として残った。

もう一つ言えることは、子どもに科学的思考力をつけるためには、体験を数多く積み重ねさせる必

要があるということである o r研究の成果(3)Jに示されたとおり、この力は一回の体験で身につくもの

ではない。今回の場合も、第 4学年の「流れる水のはたらきJや、第 2学年の「土とすなjでの学習

捧験、海やJ[ Iで遊んだ体験が、モデ、ノレ実験装置の作製に際し、大きくものをいった。「ものの見方や考

え方を育てるJということは、理科教育の大きなねらいの一つであるが、これ辻、繰り返される体験

の中で少しずつ育って行くものであろう O また、これらの力を評価する方法についても、より深い研

究がなされることが望まれる O

るにあたり、御協力いただい およ に原く るO
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